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第４３号
～町の様子を皆様に伝えていきます～

1 年の締めくくりを迎え何かと慌ただしい日々をお送りかと思います。いいお正月

が迎えられることをお祈り申し上げます。今冬の行政機関の休日は、１２／２８～

１／５で最長の９連休となります。森町のごみ収集の休日は、１２／３１～１／３

までとなります。用事のある方は注意をしましょう。

さて今号は、１２月定例会で決まった議案を主にご報告いたします。

第７回森町の明日を語ろう会は、１月８日（水）１９時から下宿公会堂です。ぜ

ひご参加ください。亀澤 進

始
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平成２６年４月１日から消費税が８％に引き上げられることに伴い、施設利用や行政財産等の使用

及び占用、上下水道の料金等を見直し、それぞれに関する条例の一部を改正することとなりました。

上下水道料金以外は全て１０円未満の端数を切り捨てることとし、住民負担増の軽減に努めました。

地方公共団体の消費税の取扱は、消費税法に従い消費税を課し、且つ全額控除となるため、頂いた

消費税額分は益税となります。しかし、施設の維持等に係る費用にも消費税が課せられるため、引き

上げは止むを得ないということです。

国・県が災害対策に充てるため給与削減を実施したことを勘案し、平成２６年１月１日から３月３

１日までの３ヶ月間につき、森町病院に勤務する職員を除く一般職の給料月額を削減し、森町災害見

舞金基金に全額積み立てることとなりました。

基金積立額は、給与削減分２９９万４千円と同額の一般財源を付け増し、他の繰り入れと合わせて

６８７万６千円となりました。

森町災害見舞金制度は、国の見舞金とは重複せず、また国から支給される前に、臨時的な仮支給措

置が可能とのことでした。

町税等を金融機関で支払う場合、その都度税務課に照会をするため、手間と時間がかかりました。

また、行き違い等により督促手数料を支払わない方に、手数料だけの請求書を発行することが多くあ

ります。これらの無駄を省くため、平成２６年４月１日から未納者に対しての督促手数料５０円を廃

止することとなりました。

巨大地震などに備え、市町の地震・津波対策の計画的実施や前倒し実施を支援するため、従来の支

援事業費補助金の制度を、緊急地震・津波対策交付金へと制度が変更され、平成２５年度から２７年

度までの３年分７，５００万円が一括交付されました。期間終了後残金は返納する事となっています。
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★ 森町出身の（株）藤本商会の藤本会長より５００万円の寄付金を頂き、総合体育館建設基金に３

００万円を積み立て、氏の母校である森小学校と森中学校の図書購入費として、それぞれ１００万

円を補正計上しました。

★ 豊田合成（株）及び静岡県市町村福祉協会からの寄付金９４万３千円を、総合福祉施設整備基金

に積み立てました。

★ 三倉地区住民の方から５００万円の寄付金を受け、三倉地区のカーブミラーやガードレール等を

整備する交通安全対策費に２５０万円、三倉デイサービスの高齢者送迎用の車両購入費として２５

０万円を補正計上しました。

★ 天方城に縁のある方からの寄付金１５０万円を活用し、林道城ヶ平線改良工事２１０万円を補正

計上しました。

★ 町民の森を愛する町民の方から５０万円の寄付金を受け、総合案内看板３基の改良をすることと

なりました。

地域に住むあらゆる世代の人々が「いつでも、どこでも、だれでも」気軽に参加することが出来る

『森の居場所』づくり拠点を森地区本町地内に設置するため、県の地域支え合い体制づくり補助金を

活用して、建物の改修や消耗品等の購入に１００万円、食事つくり隊活動事業の備品や消耗品等の購

入に１００万円が補正計上されました。

事業の対象者は高齢者が中心で、平成２６年３月開所を目標に準備が進められます。

茶の加工技術のレベルを高め、「森の茶」を良質茶産地として維持していくための、森町茶業振興協

議会の緑茶研修施設に対して、５００万円が補助されることとなりました。

山村振興地域の作業条件の改善を図るため、県の中山間地域農業振興整備事業費補助金を受けて、

結まーる（株）及び大久保摘採楽々組合の乗用型茶刈機購入に対して、４７６万円を助成することと

なりました。

来年３月供用開始予定の遠州森町スマートＩＣ上り・下り出口付近に、観光案内標識を設置するた

め、１４６万円が補正計上されました。

また、開通式関連事業として、開通式委託料に１８９万円、消耗品や印刷製本費等に１２７万６千

円が補正計上されました。

・道路改良事業測量設計業務委託料（向天方中央線）３５０万円

・複式学級開設に伴う教室修繕費（天方小学校）１００万円

・耐震補強計画作成業務委託料（旭が丘中学校給食棟）２５３万９千円

・公有財産購入費（旧周智高校跡地の一部）１億９５７万円 内国庫支出金７，４３１万３千円

・災害復旧費（町道赤根円田線）５１０万円 内国庫支出金３４０万１千円
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